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農業簿記会計と

農業経営支援体制再構築の課題
（清水徹朗）

農業経営の持続的な発展のためには、簿記の記
帳を通じて経営収支と資産・負債状況を正しく把
握することが必要であり、税務申告や金融取引の
ためにも簿記が必要になる。
日本では、明治期以降、農業簿記の普及に努め、

農業基本法以降の農業経営の成長に伴って農業簿
記はある程度普及してきたが、日本における農業
簿記・会計に対する認識と理解はまだ不十分な状
況にあり、さらなる改革の努力が必要である。
農業構造の変化に伴って農業経営支援体制の再

構築が必要であり、特に農業簿記・会計サポート
体制の構築が重要な課題になっている。そのなか
で農業金融が果たすべき役割は大きく、農協金融
（JAバンク）は、農業簿記・会計に重点を置いた人
材育成とシステム開発を行うとともに、営農指導
部門や他機関と連携して農業経営支援の体制を強
化する必要がある。

コロナ禍における和牛需給と産地対応
（長谷川晃生）

和牛肉は、巣ごもり消費、応援消費の高まりに
応じたインターネットでの購入増、ふるさと納税
返礼品の需要増、学校給食での利用等、国の機動
的な支援が追い風となり、コロナ禍でのインバウ
ンドを含む外食需要の減退分をカバーできた。一
時的に急落した和牛相場は、政策支援による下支
えと輸出回復が好感され好転している。しかしな
がら、国の支援は2021年度から削減され、和牛需
給への影響が懸念される。
和牛産地では、コロナ禍での様々な取組みが、

生産のあり方等を見直す契機となり、新たな方向
性を模索している。その際、和牛肉の国内消費が
上向いたことは、消費者の和牛肉の再評価につな
がり、新たな需要を創造できるものと前向きに捉
え、中長期的に和牛生産を国内需要とマッチさせ
ていくことが求められる。

耕種農業の第三者継承における
支援組織の役割

（長谷　祐）

農業の後継者不足が深刻化するなかで、地域の
大規模な経営体でも経営継承が課題となりつつあ
る。そうした経営体における経営継承の手段とし
て、新規参入者等に経営資源を移譲する「第三者
継承」が今後、重要になってくると考えられる。
第三者継承は移譲者と継承者だけでなく、両者

を仲介して円滑な継承を支援する組織が重要とな
る。本稿では耕種農業に着目し、第三者継承を支
援する組織の役割の検討をおこなった。
事例の検討を通して、第三者継承の支援には①

地域での第三者継承の周知と情報収集、②新規参
入者への就農支援、③経営継承への支援の 3つが
あることが明らかとなった。
農業の第三者継承では「事業の承継」とともに、

「地域農業の継承」として取り組むことが重要であ
る。

農業協同組合とは
（明田　作）

農協を通じた組合員の農産物の共同販売とは、
その事業遂行に伴うリスクと利益を組合員が共有
することを意味し、事業が成功するためには専属
的な販売契約の締結が必要不可欠である。
欧米における農産物販売契約の制度的な保護は、

農協がフードサプライチェーンにおいて果たして
いる機能・役割の積極的な評価に基づくものであ
るが、わが国ではその評価・議論を欠いたまま、
農協を通じた共同出荷・販売事業を弱体化するよ
うな動きが続いている。
望まれるのは、農産物販売契約を保護する制度

設計であり、独占禁止法の執行にあたっても農業
生産・農産物の特性を踏まえた法律の解釈・運用
と同法の最終的な目的である消費者の利益の確保
という観点からの法律の執行であり市場の監視で
ある。
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金融市場

潮流 　 アベべが走り抜けた路

情勢判断
（国内）

「第5波」襲来で国内景気の本格回復は後ずれ

（海外）

1　失業保険上乗せ措置終了に伴い、求職者が

増加（米国経済）

2　予想を下回る成長となった 4～ 6月期の

中国経済

分析レポート
コロナ危機からの回復期の欧州に求められる

投資の拡充

今月の焦点
法人課税を巡る新たな動き

海外の話題
2つの決勝戦

2021年 8月号

潮流 　広がる「断層」への懸念

情勢判断
（国内）

変異ウイルスの大流行でさらに遅れる景気の

本格回復

（海外）

1　労働者不足と速いペースでの雇用回復

（米国経済）

2　回復ペースがさらに鈍化した中国経済

分析レポート
コロナウイルスとの共生の長期化と欧州経済の

行方

経済見通し
2021～22年度改訂経済見通し

2021年 9月号

農林金融2021年 8月号
（外国事情）

中国の2021年中央一号文件のポイント
（王　雷軒・若林剛志）

中央一号文件は、その年に最初に打ち出される

最も重要な政策文書であり、2004年以降18年連続

で三農（農民・農業・農村）問題を主題としている。

中国の農政や農業・農村事情についての理解を深

めるうえで重要なこの文書のうち、21年 2月21日

に公表された最新の中央一号文件の概要を紹介し

た。これにより、21年および向こう 5年間の中国

農政の政策目標、具体的な取組方針や特徴をつか

むことを目的とした。

加えて、今回の中央一号文件の表題は「農村振

興を全面的に推進し、農業・農村の現代化を加速

させることに関する意見」となり、農村振興の一

層の推進を明らかにしていることから、農村振興

と関連する同文件の特徴のうち 5つをまとめた。

書 籍 案 内

逆境のなかにあっても、高品質な国産食材を生

産し続ける人々と、その人々を支え続ける組織が

ある。本書は、わが国で食材を生産することの意

義や苦労、そして生産し続けることが地域経済や

文化を守り続けることにほかならないことを、多

くの読者に理解してもらうため、18品目の食材と

沿岸漁業における資源管理をケーススタディ形式

にまとめた。
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